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「
カ
ス
ピ
海
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
ふ
る
さ
と
、

ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
食
事
と
健
康
・
長
寿
」

重
森　

貝ば
い

崙ろ
ん　

元
・
岩
波
映
画
監
督

�

一
般
社
団
法
人
中
日
文
化
研
究
所 

専
務
理
事

文
化
記
録
映
像
監
督

京
都
市
出
身
。
慶
應
義
塾
大
学
文
学

部
文
学
科
卒
業
（
中
国
文
学
専
攻
）、

同
年
岩
波
映
画
製
作
所
に
入
社
し
、

記
録
映
画
を
演
出
。
代
表
作
は
「
中

華
人
民
共
和
国
の
農
業
」（
教
育
映
画

祭
最
優
秀
賞
受
賞
）、「
中
国
の
食
文
化
・
五
部
作
」、「
世
界
の
食
事
と
健
康
シ

リ
ー
ズ
20
本
」
な
ど
。
現
在
、
フ
リ
ー
映
像
作
家
。「
平
均
寿
命
世
界
第
二
位 

長
寿
学
博
士
が
解
く
香
港
の
長
寿
の
謎
」、「
清
明
上
河
圖
―
北
宋
首
都
・
汴
京

繁
盛
記
」、「
乾
貨
の
食
文
化
」
な
ど
を
演
出
・
制
作
。
現
在
、
一
般
社
団
法
人

中
日
文
化
研
究
所
　
専
務
理
事
。

受
賞
：
教
育
映
画
祭
最
優
秀
作
品
賞
（
文
部
大
臣
賞
）．
電
通
・
映
画
部
門
賞
、

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
・
外
国
部
門
賞

　

ジ
ョ
ー
ジ
ア
共
和
国
、
西
は
黒
海
、
東
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、

南
は
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ト
ル
コ
と
国
境
を
接
し
て
い
る
。
面
積
約
七
万

㎢
、
九
州
よ
り
や
や
大
き
く
、
人
口
は
五
二
〇
万
人
ほ
ど
。
北
は
総

延
長
一
一
〇
〇
㎞
に
及
ぶ
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
、
ロ
シ
ア
と
を
隔
て
る

巨
大
な
壁
で
あ
る
。
わ
が
国
で
こ
の
国
の
呼
称
が
グ
ル
ジ
ア
か
ら
ジ

ョ
ー
ジ
ア
に
変
わ
っ
た
の
は
、
本
年
即
ち
二
〇
一
五
年
の
四
月
一
日

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
一
四
年
に
訪
日
し
た
グ
ル
ジ
ア
共
和

国
の
マ
ル
グ
ベ
ラ
シ
ビ
リ
大
統
領
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
「
尚
武
の
国
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
東
西

交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
、
そ
れ
だ
け
他
国
か
ら
攻
め
ら
れ
て
来
た
、

と
い
う
証
左
で
も
あ
り
、
男
性
の
正
装
用
外
套
に
は
弾
帯
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
国
出
身
の
著
名
人
の
筆
頭
は
ソ

ビ
エ
ト
の
ス
タ
ー
リ
ン
書
記
長
、
そ
し
て
外
務
大
臣
を
務
め
た
シ
ェ

ワ
ル
ナ
ゼ
で
あ
ろ
う
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
と
て
も
豊
か
な
農
業
国
で
あ
る
。
農
産
物
の
代
表

は
小
麦
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
。
さ
ら
に
こ
の
国
の
農
業
を
有
名
に
し
て

い
る
の
は
ブ
ド
ウ
や
プ
ル
ー
ン
な
ど
の
果
物
で
、
一
説
に
よ
る
と
こ

れ
ら
の
果
物
は
、
こ
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
が
世
界
の
発
祥
地
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
ブ
ド
ウ
か
ら
と
て
も
良
質
の
ワ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
が
作

ら
れ
て
き
た
。
も
う
一
つ
、
こ
の
地
の
農
産
物
で
有
名
な
の
は
バ
タ

ー
・
チ
ー
ズ
、
そ
し
て
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
乳
製
品
で
あ
り
、
と
く
に

ヨ
ー
グ
ル
ト
は
美
味
し
く
、
健
康
に
資
す
る
食
品
と
し
て
愛
好
さ
れ

て
き
た
。

　

家
森
幸
男
博
士
が
こ
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
地
か
ら
わ
が
国
に
持
ち
帰

京
都
鴨
沂
会 

教
養
講
座
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り
、
や
が
て
日
本
国
中
に
広
ま
っ
た
の
が
こ
の
「
カ
ス
ピ
海
ヨ
ー
グ

ル
ト
」
で
、
タ
ン
パ
ク
質
に
富
み
、
カ
リ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、

カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
も
豊
富
で
、
含
ま
れ
て
い
る
善
玉
乳

酸
菌
の
お
か
げ
で
整
腸
作
用
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食

べ
続
け
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
抗
体
価

の
上
昇
が
高
く
、
免
疫
賦
活
効
果
の
あ
る
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。

　

家
森
博
士
は
、
自
身
が
開
発
し

た
「
脳
卒
中
易
発
症
ラ
ッ
ト
」
と

い
う
モ
デ
ル
動
物
に
、
低
タ
ン
パ

ク
食
と
塩
分
の
含
ま
れ
た
水
を
与

え
る
と
、
早
期
に
、
一
〇
〇
％
脳

卒
中
を
発
症
し
、
そ
の
逆
に
高
タ

ン
パ
ク
食
と
塩
分
を
含
ま
な
い
水

を
与
え
る
と
、
寿
命
を
全
う
す
る

と
い
う
事
実
を
証
明
し
て
い
る
。

問
題
は
、
そ
れ
が
人
間
に
も
当
て

は
ま
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
、
健
康
に

益
す
る
食
生
活
を
お
く
れ
ば
、
た
と
え
高
血
圧
な
ど
の
遺
伝
素
因
が

あ
っ
て
も
、健
康
な
日
常
を
過
す
こ
と
が
で
き
長
寿
を
全
う
で
き
る
、

と
い
う
学
問
的
信
念
に
よ
っ
て
、
世
界
各
地
域
で
、
人
び
と
の
食
生

活
と
健
康
状
態
を
実
地
調
査
し
、
と
く
に
「
循
環
器
疾
患
と
栄
養
」

が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
そ
の
記
念
す
べ
き
最
初
の
調
査
・
検
診
地
で
あ

っ
た
。
社
会
主
義
連
邦
・
ソ
ビ
エ
ト
で
の
研
究
実
施
は
困
難
を
極
め
、

三
年
越
し
の
交
渉
が
や
っ
と
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
一
九
八
六
年

七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
世
界
的
に
著
名
な

長
寿
国
で
、
一
〇
〇
歳
以
上
の
人
は
、
人
口
一
〇
万
人
に
対
し
て

十
七
人
と
い
う
割
合
で
あ
っ
た
。

　

検
診
実
施
地
は
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
の
ふ
も
と
に
近
い
ジ
ャ
ワ
。
こ

こ
で
五
〇
歳
〜
五
十
四
歳
の
男
女
二
〇
〇
人
を
検
診
し
た
。
世
界
で

初
め
て
の
「
自
動
記
録
血
圧
計
」
を
用
い
た
血
圧
測
定
、
こ
れ
も

世
界
で
初
め
て
開
発
さ
れ
た
ア
リ
コ
ー
ト
カ
ッ
プ
を
使
用
し
て
の

二
十
四
時
間
尿
採
取
、
こ
の
よ
う
に
最
新
の
研
究
測
定
方
法
と
機
器

を
駆
使
し
て
、
調
査
・
検
診
が
す
す
め
ら
れ
た
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
保
存
食
品
、
た
と
え
ば
チ
ー
ズ
に
含
ま
れ
る
塩

分
の
た
め
、塩
分
摂
取
量
が
多
い（
一
日
十
一
・
三
ｇ
女
性
）。し
か
し
、

収
縮
期
血
圧
は
百
二
十
一
・
九㎜

H
g

（
女
性
）」と
さ
ほ
ど
高
く
な
い
。

こ
れ
は
、
野
菜
や
果
物
の
皮
を
剥
か
ず
大
量
に
摂
取
す
る
と
い
う
食

生
活
が
、
い
い
影
響
を
与
え
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
こ
の
よ

う
な
食
物
繊
維
や
カ
リ
ウ
ム
の
多
い

食
べ
も
の
に
よ
り
、
体
内
へ
の
塩
分
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
吸
収
が
繊
維
で
抑
え

ら
れ
、
カ
リ
ウ
ム
で
体
外
へ
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
排
出
が
促
進
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
地
で
は
牛
肉
の
摂
取

量
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
食
べ
方

ヨーグルト

卓上の野菜と果物
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が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
牛
肉
の
塊

り
を
ボ
イ
ル
し
、
溶
け
出
た
牛
脂

は
茹
で
汁
ご
と
捨
て
て
し
ま
い
、

脂
肪
分
の
少
な
い
肉
を
食
べ
る
。

こ
の
と
き
、
プ
ル
ー
ン
の
一
種
ト

ケ
マ
リ
か
ら
作
っ
た
ト
ケ
マ
リ
ソ

ー
ス
（
調
味
料
は
、
塩
や
油
脂
類

を
使
わ
ず
香
味
野
菜
と
香
辛
料
だ

け
を
使
用
す
る
）
を
つ
け
て
味
の

淡
白
さ
を
補
う
。
こ
う
し
て
良
質

タ
ン
パ
ク
質
だ
け
を
摂
取
す
る
食
生
活
に
よ
り
、
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値
は
百
七
十
一
・
四m

g/dl

（
女
性
）
と
低
い
値
を
保
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
、
野
菜
・
果
物
、
牛
肉
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
な
ど
が
毎
日
の
よ
う
に
食
卓
に
登
場
す
る
。
農
村
部
で
は
お
年

寄
り
か
ら
子
ど
も
た
ち
ま
で
が
一
緒
に
生
活
す
る
大
家
族
制
が
維
持

さ
れ
て
お
り
、
お
年
寄
り
は
、
自
分
の
や
る
べ
き
仕
事
が
あ
り
、
一

族
の
長
老
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
精
神
的
に
生
き
が
い
の
あ
る
日
常
を

過
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の

長
寿
を
支
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
高
齢
者
ほ
ど
、
も
っ
と
お
魚
た
べ
よ
う
！

�

―
チ
ベ
ッ
ト
、
ネ
パ
ー
ル
に
学
ぶ
〝
海
の
幸
〟
の
力
―
」

重
森　

貝ば
い

崙ろ
ん　

元
・
岩
波
映
画
監
督

　

�

（
一
社
）
中
日
文
化
研
究
所 

専
務
理
事

　
「
ネ
パ
ー
ル
連
邦
民
主
共
和
国
」、
略
し
て
ネ
パ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て

い
る
国
は
東
・
西
・
南
を
イ
ン
ド
に
、
北
を
中
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区

に
接
す
る
東
西
に
細
長
い
内
陸
国
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
南
に
傾

い
て
い
る
。

　

面
積
は
一
四
〇
、八
〇
〇
平
方
㌔
で
、
本
州
を
除
い
た
日
本
、
即

ち
北
海
道
＋
四
国
＋
九
州
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
人
口
は
約
三
〇
〇
〇
万

弱
。
長
年
王
制
が
布
か
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
年
、
民
主
共
和
国

が
誕
生
し
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
の
名
前
が
世
界
中
に
知
れ
渡
っ
た
の
は
一
九
五
三
年
、

ネ
パ
ー
ル
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
連
峰
に
あ
っ
て
世
界
一
の
高
峰
で
あ
る
エ
ベ

レ
ス
ト
が
、
テ
ン
ジ
ン
・
ノ
ル
ゲ
イ
・
シ
ェ
ル
パ
と
エ
ド
マ
ン
ド
・

ヒ
ラ
リ
ー
に
よ
っ
て
初
め
て
登
頂
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
。

　

一
九
九
二
年
七
月
、
今
回
の
調
査
・
検
診
地
は
ネ
パ
ー
ル
で
あ
る
。

家
森
幸
男
京
都
大
学
教
授
（
当
時
）
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
わ
が
国
の

医
学
チ
ー
ム
が
世
界
各
地
域
に
お
い
て
「
食
事
と
血
管
系
の
病
気
と

の
関
係
」
に
つ
い
て
の
調
査
・
検
診
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
の
内

容
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
前
号
で
も
報
告
し
た
の
で
今
回
は
省
略
す

る
。
た
だ
、
今
回
の
検
診
は
、
上
記
の
エ
ベ
レ
ス
ト
に
初
登
頂
し
た

牛肉をボイルする



7　鴨沂会誌　153　2016

シ
ェ
ル
パ
族
を
対
象
に
し
た
現
地
調
査
で
あ
る
。

　

さ
て
、
最
初
の
根
拠
地
は
首
都
・
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
。
こ
こ
で
様
ざ

ま
な
準
備
を
行
う
。
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
は
人
口
約
一
〇
〇
万
。
こ
の
ネ

パ
ー
ル
最
大
の
都
市
で
は
、
民

族
の
縮
図
を
み
る
思
い
が
し
た
。

圧
倒
的
に
多
い
の
は
、
イ
ン
ド
・

ア
ー
リ
ア
系
民
族
、
そ
し
て
モ

ン
ゴ
ロ
イ
ド
系
民
族
、
即
ち
チ

ベ
ッ
ト
系
の
血
筋
を
引
く
民
族

が
そ
れ
に
次
ぐ
。
こ
の
両
民
族

が
平
和
裏
に
暮
ら
し
て
い
る
の

が
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
に
代
表
さ
れ

る
ネ
パ
ー
ル
の
実
情
で
あ
っ
た
。

こ
の
街
に
は
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
寺

院
や
ラ
マ
教
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
）

系
の
寺
院
が
数
多
く
あ
る
。
四
方
を
見
渡
す
仏
の
眼
が
描
か
れ
た
巨

大
な
ス
ト
ゥ
ー
パ
（
仏
舎
利
塔
）
の
そ
び
え
建
つ
、
ス
ワ
ヤ
ン
ブ
ー

寺
院
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
系
の
寺
院
で
あ
る
が
、
そ
の
敷
地
に
は
ヒ
ン

ド
ゥ
教
の
お
社や

し
ろも

建
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
民
族
だ
け
で
な

く
、
宗
教
も
平
和
的
に
共
存
し
て
い
る
と
い
う
、
心
休
ま
る
光
景
が

こ
こ
に
は
存
在
す
る
。

　

心
休
ま
る
風
景
と
い
え
ば
、
市
内
に
お
け
る
牛
の
存
在
が
あ
る
。

ヒ
ン
ド
ゥ
教
で
は
牛
は
聖
な
る
生
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
た
だ
の

「
牛
」
で
は
な
く
、「
お
牛
さ
ま
」
と
で
も
崇
め
奉
る
べ
き
存
在
の
よ

う
で
、
目
抜
き
通
り
の
い
た
る
と
こ
ろ
に

寝
そ
べ
っ
た
り
ノ
ソ
ノ
ソ
歩
い
た
り
し
て

い
る
。
な
か
で
も
、
バ
ス
も
長
距
離
ト
ラ

ッ
ク
も
走
っ
て
い
る
大
幹
線
通
り
の
真
ん

中
に
、
四
頭
の
牛
が
グ
ル
ー
プ
で
腰
を
下

ろ
し
て
い
る
の
を
見
た
と
き
は
心
底
驚
い

た
。
も
っ
と
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
気
を
つ
け

て
衝
突
し
な
い
よ
う
に
、
慎
重
に
運
転
し

て
い
る
の
が
見
て
と
れ
る
。
牛
た
ち
は
タ

ル
カ
リ
・
バ
ザ
ー
ル
（
野
菜
市
場
）
に
も
や
っ
て
き
て
、
野
菜
の
屑

な
ど
を
食
べ
て
い
る
が
、
だ
れ
も
叱
っ
た
り
し
て
い
な
い
。

　

タ
ル
カ
リ
・
バ
ザ
ー
ル
は
、
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
市
民
が
ど
ん
な
も
の

を
食
べ
て
い
る
か
が
判
る
、
重
要
な
取
材
対
象
で
あ
る
。
市
場
を
訪

れ
て
み
る
と
豊
富
な
野
菜
と
果
物
、
そ
し
て
豆
や
米
な
ど
で
溢
れ
て

い
た
。
日
本
で
売
ら
れ
て
い
る
も
の
は
ほ
ぼ
揃
っ
て
い
る
が
、
大
型

の
オ
ク
ラ
と
、
多
種
類
の
香
辛
料
売
り

場
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
対
照
的
に
見

劣
り
す
る
の
は
食
肉
類
。
牛
肉
は
宗
教

的
禁
忌
で
販
売
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ

し
、「
水
牛
の
肉
」
は
売
ら
れ
て
い
て
、

こ
れ
は
主
に
チ
ベ
ッ
ト
系
の
人
た
ち
が

買
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。水
牛
は「
お

牛
さ
ま
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
イ
ス

ラ
ー
ム
教
徒
も
居
住
し
て
い
る
の
で
、

C M Y K
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豚
肉
も
店
に
は
置
い
て
い
な
か
っ
た
。
結
局
一
番
よ
く
食
べ
ら
れ
て

い
る
の
は
鶏
肉
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
魚
介
類
は
貧
弱
の
極
み

で
、
ボ
ラ
に
よ
く
似
た
魚
が
筒
切
り
に
さ
れ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
っ
た
。

　

リ
シ
さ
ん
と
い
う
家
庭
で
夕
食
の
撮
影
を
さ
せ
て
頂
い
た
。
先
方

は
大
張
り
切
り
で
一
〇
種
類
近
く
の
料
理
を
ど
ん
ど
ん
作
っ
て
い

く
。
鶏
肉
と
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を
煮
た
り
炒
め
た
り
し
て
、
多
種
類

の
香
辛
料
で
味
付
け
・
香
り
付
け
す
る
。
ま
た
レ
ン
ズ
豆
や
ほ
か
の

豆
類
を
、
野
菜
と
と
も
に
香
辛
料
を
き
か
せ
て
煮
込
む
ス
ー
プ
料
理

も
完
成
し
た
。
こ
れ
は
ダ
ル
バ
ー
ト
と
い
い
、
ダ
ル
（daal=

カ
レ

ー
味
豆
ス
ー
プ
）
と
バ
ー
ト
（bhaat=
米
飯
）
の
合
成
語
で
わ
が

国
の
ご
飯
・
み
そ
汁
・
豆
・
野
菜
の
お
か
ず
に
あ
た
り
、
最
も
基
本

的
な
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
検
診
地
へ
出
発
す
る
日
が
や
っ
て
き
た
。
一
九
九
二
年
七

月
上
旬
、
検
診
地
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
連
峰

の
麓
に
あ
る
ナ
ム
チ
ェ
・
バ
ザ
ー
ル

と
い
う
村
で
、
き
つ
い
勾
配
の
斜
面

に
し
が
み
つ
く
よ
う
に
家
屋
が
建
っ

て
い
る
。
海
抜
三
四
〇
〇
㍍
の
高
地

に
位
置
し
、
住
民
シ
ェ
ル
パ
族
の
人

び
と
は
ほ
ぼ
全
員
山
の
向
こ
う
側
・

チ
ベ
ッ
ト
か
ら
移
住
し
て
き
た
、
チ

ベ
ッ
ト
系
住
民
の
子
孫
で
あ
る
。
そ

の
た
め
食
生
活
は
チ
ベ
ッ
ト
式
の
食

習
慣
が
優
位
を
占
め
、
塩
入
り
の

バ
タ
ー
茶
や
、
バ
タ
ー
茶
で
麦
焦

が
し
の
粉（
大
麦
粉
・
ハ
ッ
タ
イ
粉
）

を
こ
ね
た
ツ
ァ
ン
パ
を
よ
く
食
べ

る
。

　

ま
た
こ
の
地
で
は
、
地
元
で
取

れ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
摩
り
下
ろ
し
、

こ
れ
も
地
元
産
ソ
バ
粉
を
混
ぜ
合

わ
せ
、
竈
の
上
で
焼
く
。
こ
れ
が

海
外
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
の
た
め
に
訪
れ
る
観
光
客
の
間
で
有
名
な「
ポ
テ
ト
パ
ン
ケ
ー

キ
」
で
あ
る
。
こ
の
食
事
に
供
さ
れ
る
お
茶
は
紅
茶
。
イ
ン
ド
食
文

化
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

　

と
は
言
っ
て
も
、
バ
タ
ー
茶
は
お
い
し
い
。
た
だ
し
コ
ッ
プ
二
、

三
杯
ま
で
な
ら
、
と
い
う
条
件
つ
き
で
あ
る
。
こ
の
お
茶
を
住
民
た

ち
は
、
一
日
四
㍑
も
の
単
位
で
大
量
に
飲
む
。
そ
し
て
摂
取
す
る
食

塩
の
量
は
、
十
八
㌘
前
後
に
の
ぼ
る
と
計
測
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

塩
の
過
剰
摂
取
は
高
血
圧
を
お
こ
す
。
さ
ら
に
は
、
バ
タ
ー
と
い
う

動
物
性
脂
肪
も
同
時
に
摂
取
す
る
こ
と
に
な
り
、
塩
分
が
脂
肪
の
身

体
へ
の
取
り
込
み
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
動
物
性
脂
肪
の

大
量
摂
取
は
当
然
、
動
脈
硬
化
の
原
因
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
食
習
慣
が
原
因
で
、
検
診
参
加
者
に
は
高
血
圧
の
人

が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
高
血
圧
の
人
が
多
い
住
民
の

健
康
を
ど
の
よ
う
に
し
て
、
健
常
な
状
態
に
改
善
し
て
行
く
の
だ
ろ
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う
か
。

　

こ
こ
の
住
民
は
全
員
ラ
マ
教
の
信
者
で
、
魚
を
食
べ
て
は
な
ら
な

い
と
す
る
、
タ
ブ
ー
が
あ
る
。
ラ
マ
教
の
も
と
で
は
死
者
は
水
葬
に

付
さ
れ
る
た
め
、
魚
に
は
先
祖
の
魂
が
宿
っ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
、

魚
が
食
卓
に
の
ぼ
る
こ
と
は
皆
無
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
魚
に
は
、
血

圧
を
下
げ
、動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
働
き
の
あ
る
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
、

タ
ウ
リ
ン
と
い
う
す
ば
ら
し
い
栄
養
素
が
あ
り
、
日
常
魚
を
食
べ
て

い
れ
ば
、
自
然
に
高
血
圧
、
ひ
い
て
は
心
筋
梗
塞
を
予
防
で
き
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。
じ
じ
つ
、
家
森
博
士
の
世
界
に
お
け
る
検
診

結
果
で
、
タ
ウ
リ
ン
摂
取
量
が
多
い
地
域
ほ
ど
、
心
筋
梗
塞
死
が
少

な
い
と
い
う
結
果
が
で
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

じ
つ
は
こ
の
地
は
五
月
に
第
一
回
検
診
が
行
わ
れ
、
血
圧
を
下
げ

る
働
き
の
あ
る
タ
ウ
リ
ン
の
粉
末
を
一
日
三
グ
ラ
ム
（
一
食
一
グ
ラ

ム
）、
二
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
摂
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
今
回
は

そ
の
タ
ウ
リ
ン
摂
取
に
よ
る
健
康

改
善
計
画
の
結
果
を
確
か
め
る
こ

と
が
、
大
き
な
目
的
で
あ
る
。
検
診

の
結
果
、
タ
ウ
リ
ン
は
み
ご
と
な
効

果
を
発
揮
し
、
検
診
参
加
者
十
一

名
の
タ
ウ
リ
ン
摂
取
前
の
収
縮
期

血
圧
百
五
十
三
が
、
二
ヵ
月
後
に
は

百
三
十
九
へ
と
下
が
り
、
拡
張
期
血

圧
も
ま
た
九
十
四
か
ら
八
十
五
へ

と
下
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
魚
介
類
に
め
ぐ
ま
れ
た
日
本
人
は
幸
せ
で

あ
る
。
し
か
し
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
は
魚

離
れ
の
現
象
が
あ
り
、
高
齢
者
も
魚
介
類
を
積
極
的
に
食
べ
よ
う
と

い
う
人
が
少
な
い
、と
聞
く
。
海
の
幸
で
あ
る
魚
介
類
や
海
藻
類
を
、

日
常
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
疾
患
予
防
と
健
康
維
持
に
役
立
て
た
い
も

の
で
あ
る
。
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い
つ
ま
で
も
若
く
あ
る
た
め
の
哲
学
の
す
す
め

和
田　

渡　
阪
南
大
学
経
済
学
部
教
授

　
立
命
館
大
学
文
学
部
哲
学
専
攻
卒

業
　
同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科（
哲
学
・
倫
理
学
専
攻
）博
士
課
程
　

ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
客

員
教
授
、
阪
南
大
学
経
済
学
部
教
授

現
在
に
至
る
。
代
表
書
籍
：
「
エ
デ

イ
ト
・
シ
ュ
タ
イ
ン
の
女
性
観
」「
女
性
学
の
視
座
」「
時
間
意
識
の
現
象
学
」「
フ

ッ
サ
ー
ル
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
」 「
自
己
の
探
究
」「
新
・
十
八
歳
の
読
書
論
」

　

か
っ
て
な
い
速
度
で
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、
全
国
各
地
に
介

護
施
設
が
増
え
、人
手
不
足
も
深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
他
方
で
、

介
護
費
用
や
病
院
の
治
療
、投
薬
費
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
た
め
に
、

老
人
に
は
で
き
る
だ
け
健
康
な
状
態
で
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
い
う

風
潮
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
風
潮
と
連
動
し
て
、「
健
康
サ
プ
リ
」

の
数
は
増
え
続
け
、
い
わ
ゆ
る
「
健
康
本
」
の
出
版
数
も
う
な
ぎ
の

ぼ
り
だ
。
そ
の
無
数
と
も
思
え
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
底
に
共
通
し

て
い
る
の
は
、
い
か
に
身
体
を
実
年
齢
よ
り
も
若
く
保
ち
、
あ
る
い

は
若
く
見
せ
る
か
と
い
う
、
若
さ
へ
の
そ
れ
こ
そ
不
健
康
な
ま
で
の

執
着
で
あ
る
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
時
代
か
ら
、
哲
学
者
た
ち
は
、
身
体
に
気
を
配

る
こ
と
よ
り
も
、「
プ
シ
ュ
ケ
ー
（
心
、
精
神
、
魂
）」
の
性
質
や
機

能
を
問
題
に
し
て
き
た
。
な
か
で
も
有
名
な
の
は
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
、「
汝
自
身
を
知
れ
」「
魂
に
配
慮
し
な
さ
い
」「
精
神
を
よ
く
用

い
る
よ
う
に
つ
と
め
な
さ
い
」
と
説
い
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
で
あ
る
。
こ

の
哲
人
を
は
じ
め
と
し
て
、
哲
学
者
た
ち
は
、
い
つ
ま
で
も
若
く
あ

る
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
心
を
し
な
や
か
に
保
ち
、
心
を
成
長
さ

せ
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と
強
調
し
た
。
エ
ピ
ク
テ
ト
ス
は
、
哲
学

と
は
「
魂
の
化
粧
術
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
し
、
魂
を
魅
力
的
な
も

の
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
人
間
の
つ
と
め
だ
と
語
っ
て
い
る
。

　

彼
ら
は
、
若
い
時
代
か
ら
注
意
し
て
魂
、
心
を
美
し
く
保
つ
努
力

を
重
ね
て
い
け
ば
、
老
年
期
に
は
叡
智
が
輝
く
実
り
の
季
節
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
た
。
ス
ト
ア
派
を
代
表
す
る
哲
学
者
の
セ

ネ
カ
は
、
老
年
期
の
「
成
熟
」
を
果
物
に
た
と
え
て
、
腐
る
直
前
の

果
物
こ
そ
も
っ
と
も
美
味
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
の
五

賢
帝
の
ひ
と
り
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
は
、

今
に
も
落
ち
よ
う
と
し
て
い
る
オ
リ
ー
ヴ
の
実
に
は
美
し
さ
が
宿
る

と
述
べ
、
老
い
た
男
女
の
う
ち
に
力
強
さ
と
成
熟
の
美
を
見
い
だ
し

た
。

　

今
日
の
経
済
重
視
の
日
本
で
は
、
老
い
を
褒
め
称
え
る
風
潮
は
ほ

と
ん
ど
消
え
て
し
ま
っ
た
。
老
人
は
経
済
効
率
と
い
う
尺
度
で
測
ら

れ
、
し
ば
し
ば
、「
生
産
力
ゼ
ロ
」「
金
食
い
虫
」「
社
会
の
お
荷
物
」

と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
を
受
け
て
い
る
。「
働
け
な
く
な
れ
ば

終
わ
り
だ
」と
公
言
す
る
ひ
と
も
い
る
。
老
人
の
外
見
の
み
を
見
て
、

「
汚
い
、
臭
い
、
醜
い
」
と
揶
揄
す
る
む
き
も
あ
る
。
か
つ
て
は
一
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定
の
積
極
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
「
敬
老
」
や
「
長
老
」
と
い

う
言
葉
も
死
語
に
近
く
な
り
、
老
人
に
は
生
き
づ
ら
い
社
会
に
な

っ
た
。

　

し
か
し
、
古
代
か
ら
哲
学
者
た
ち
が
老
人
に
与
え
て
き
た
の
は
、

円
熟
の
境
地
を
生
き
る
神
々
し
い
存
在
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
老
年
期
の
精
神
活
動
に
お
い
て
、
青
壮
年
期
に
は
な
か

っ
た
豊
か
な
展
開
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
精
神
的
な
実
り

の
季
節
を
享
受
で
き
る
老
人
の
幸
福
を
称
え
た
。
老
年
を
讃
美
し

た
哲
学
者
の
代
表
者
は
、『
老
年
に
つ
い
て
』
を
書
い
た
キ
ケ
ロ
ー

で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
若
者
の
美
徳
と
し
て
覇
気
を
、
老
人
の
美
徳

と
し
て
円
熟
を
あ
げ
る
。
と
は
い
え
、
円
熟
し
た
見
識
は
誰
も
が

手
軽
に
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
若
い
時
か
ら
自
己
の
未
熟
さ
、

愚
か
さ
を
自
覚
し
、
精
神
的
な
鍛
錬
を
怠
ら
ず
、
精
進
を
重
ね
た

者
だ
け
が
、
老
年
期
に
お
け
る
「
成
熟
の
時
間
」
を
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。

　

精
神
的
に
し
な
や
か
で
、
生
き
生
き
と
し
た
状
態
を
保
つ
努
力

は
、
若
々
し
い
老
年
期
を
保
障
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
た

め
に
は
年
齢
と
と
も
に
活
力
を
失
っ
て
い
く
精
神
の
衰
え
に
抵
抗

し
て
、
精
神
の
活
動
を
眠
ら
せ
な
い
創
意
と
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
が
『
エ
セ
ー
』
の
な
か
で
述
べ
た
よ
う
に
、
老
い

の
速
度
を
注
意
深
く
見
つ
め
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。
そ
う
し
た
、

創
意
や
工
夫
、
注
意
力
の
行
使
に
支
え
ら
れ
た
経
験
を
持
続
さ
せ

る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
老
年
期
を
迎
え
て
も
、
精
神
に
深
さ

と
幅
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

深
さ
と
幅
を
も
つ
精
神
の
も
た
ら
す
も
の
が
「
叡
智
」
で
あ
る
。

叡
智
は
老
年
の
最
も
美
し
い
果
実
で
あ
る
。
キ
ケ
ロ
ー
は
こ
う
述
べ

た
。「
老
年
を
守
る
に
ふ
さ
わ
し
い
武
器
は
、
諸
々
の
徳
を
身
に
つ

け
実
践
す
る
こ
と
だ
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
徳
が
涵
養
さ
れ
た
な
ら
、

長
く
生
き
た
暁
に
、
驚
く
べ
き
果
実
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
」。

　

い
つ
ま
で
も
若
く
あ
る
た
め
に
は
、
若
い
頃
か
ら
心
、
魂
に
配
慮

し
て
、
そ
れ
を
新
鮮
に
保
つ
工
夫
が
大
切
で
あ
る
。
魂
を
美
し
く
保

つ
術
を
教
え
て
く
れ
る
哲
学
の
扉
を
開
く
こ
と
、
そ
れ
は
サ
プ
リ
や

健
康
本
に
頼
る
よ
り
も
は
る
か
に
有
効
な
手
段
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
に
ち
が
い
な
い
。

　

哲
学
に
乾
杯
!!


